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令和７年１２月５日 

道路局高速道路課 

 

 

スマートインターチェンジの 

高速道路会社への事業許可および準備段階調査着手について 
～スマートインターチェンジの新規事業化箇所を決定しました～ 

 

＜問い合わせ先＞ 

道路局 高速道路課 松村（内線38362）、梅澤（内線38353） 

代表：03-5253-8111  直通：03-5253-8500  

 

国土交通省は、スマートインターチェンジ４箇所について、本日付で高速

道路会社へ事業許可を行いました。 

あわせて、新たにスマートインターチェンジ１箇所の準備段階調査に着手

することとしました。 

別添①：スマートインターチェンジの検討・整備について 

別添②：スマートインターチェンジの高速道路会社への事業許可 

別添③：スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果 

別添④：スマートインターチェンジの新規準備段階調査着手箇所 

参 考：スマートインターチェンジの整備 



広域的検討

概略検討

詳細検討

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）

新規事業化 （国） 国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

スマートインターチェンジの検討・整備について

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

新規事業化

ＩＣの必要性等の確認

新規準備段階調査着手

別添①



スマートインターチェンジの高速道路会社への事業許可

スマートインターチェンジ
※１
の新規事業化箇所

スマートインターチェンジの名称（仮称）※２ 連結位置 路線名 事業主体

大玉
おおたま

福島県安達
あ だ ち

郡大玉村
おおたまむら

東北縦貫自動車道弘前
ひろさき

線（本宮
もとみや

IC～二本松
にほんまつ

IC間）
NEXCO東日本
大玉村

尾張一宮
おわりいちのみや

ＰＡ 愛知県一宮
いちのみや

市、岩倉
いわくら

市 中央自動車道西宮
にしのみや

線（小牧
こ ま き

IC～一宮
いちのみや

IC間）
NEXCO中日本
一宮市、岩倉市

高陽
こうよう

広島県広島
ひろしま

市 山陽自動車道吹田山口
すいたやまぐち

線（広島東
ひろしまひがし

IC～広島
ひろしま

IC間）
NEXCO西日本
広島市

新宮
しんぐう

福岡県糟屋郡
かすや

新宮
しんぐう

町
まち

九州縦貫自動車道鹿児島線（古賀
こ が

IC～福岡
ふくおか

IC間）
NEXCO西日本
新宮町

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。

別添②



スマートインターチェンジ新規事業化箇所図 別添②

スマートＩＣ新規事業化 ４箇所

大玉
おおたま

尾張一宮PA

新宮
しんぐ う

おわりいちのみや

高陽
こ う よ う



■東北自動車道 大玉スマートIC （仮称）

路 線 名 ： 東北縦貫自動車道弘前線

（本宮IC～二本松IC間）

設置場所 ： 福島県安達郡大玉村

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

＜位置図＞

お お た ま

あ だ ち

も と み や に ほ ん ま つ

整備効果 産業振興

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

・大玉村では、働く場「大玉ゲートウェイ（工業集積拠点）」として、新たに工業団地を整備
予定。
・スマートＩＣの整備により、当該エリアへの交通利便性の向上が図られ、企業誘致の促
進や雇用創出、物流の効率化が図られる。

お お た ま

整備効果 観光促進

出典：国土地理院

■大玉ゲートウェイの概念図 ■将来の実現に向けた整備構想図

【大玉ゲートウェイ】

地域振興拠点と工業集積拠点、東北道のス
マートIC検討地の交流交通拠点の3拠点を一
体としたエリア。

・大玉村では、新たな観光拠点の形成として、大玉村産業振興センター（直売所）を地域
振興施設として拡張予定。
・スマートＩＣの整備により、新たな観光拠点を含む村内観光施設への来訪者数の増加や
フォレストパークあだたらへのアクセス性の向上が図られ、県外からの入込客数の増加
が図られる。

二本松IC

本宮IC

フォレストパークあだたら

大玉スマートIC(仮称)

25
19

27
19

0

10

20

30

整備前 整備後 整備前 整備後

（分）
フォレストパークあだたら

（東北で唯一の五つ星キャンプ場）
※日本オートキャンプ協会認定

■「フォレストパークあだたら」への所要時間の変化

約６分短縮 約8分短縮

二本松ICからアクセス 本宮ICからアクセス

至 青森

至 東京

凡 例

： 現況ルート

： 整備後ルート

地域振興施設(拡張整備予定)

・農産品加工所、観光農園、ふれあい広場を活かした新たな観光拠点と
して整備予定。

■新たな観光拠点の形成（地域振興拠点）

※所要時間は、R3全国道路・街路交通情勢調査、混雑時速度をもとに算出

野内与吉
ポケットパーク

あだたらふるさとホール

大玉リゾートヒルズホテル
大玉カントリークラブ

遠藤ヶ滝

アットホームおおたま

出典 大玉村

工業団地(整備予定)

（第１工業団地）

東北本線

大玉スマートIC (仮称)

至仙台

大玉ゲートウェイ

至東京

工業集積拠点

：既存施設 ：新設・改築予定施設

あだたらの里直売所広場

イベント開催状況

向山製作所
生キャラメル

約6.6㎞

約6.3㎞

約12.9㎞

地域振興拠点 交流交通拠点

別添③
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■名神高速道路 尾張一宮PAスマートIC （仮称）

路 線 名 ： 中央自動車道西宮線

（小牧IC～一宮IC間）

設置場所 ： 愛知県一宮市・岩倉市

接続形式 ： SA・PA接続型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

＜位置図＞

お わ り い ち のみ や

いわ く ら

こ ま き いちのみや

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

いちのみや

・スマートIC整備により、周辺企業から渋滞箇所を回避して高速道路へアクセスが可能
となり、所要時間が短縮することから、物流効率化や生産性向上が期待される。
・高速道路へのアクセス性が向上することにより、スマートIC周辺への更なる企業立地
が促進し、地域経済の活性化が期待される。

整備効果 アクセス向上による産業活動の支援

・スマートIC整備により、高速道路へ向かう交通がスマートICへ分散し、一宮ICや小牧IC
周辺では、高速道路への経路上における渋滞緩和が期待される。

※日交通量:将来交通量推計結果

整備効果 周辺道路における渋滞緩和

出典：国土地理院

一 宮 市

名神高速道路

尾張一宮PA(下り)

一宮ＩＣ

小牧ＩＣ

岩 倉 市

尾張一宮ＰＡ
スマートIC(仮称)

岩倉川井野寄
地区工業用地

産業系拡大検討ゾーン
出典：岩倉市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

産業拠点
出典：一宮市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

国道22号
56,500→55,500台/日

(都)加茂伝法寺線(県浅井清須線)
20,500→20,000台/日

国道41号
62,300→62,000台/日

江南市

小牧市

一宮市

名神高速道路

小牧ＩＣ

一宮ＩＣ 6.1km

8.3km

2.2km

名
古
屋
高
速
16
号
一
宮
線

至大阪

至東京

22

41

155

E1
（
都
）
加
茂
伝
法
寺
線

尾張一宮PAスマートIC（仮称）

愛知県

岩倉市

（主）春日井一宮線

至名古屋至名古屋

※所要時間:ETC2.0プローブデータ（2024[R6]年10月平日）

尾張一宮PA(上り)

名神高速道路

一宮東出口

一宮中入口

一宮ＩＣ

岩 倉 市

一宮東入口

E1

一 宮 市

小牧ＩＣ

産業拠点
出典：一宮市
都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

尾張一宮PA(上り)

10分

32分

11分

1分

13分

32

11
0

16

32

整備前(小牧IC) 整備後(スマートIC)

岩倉川井野寄地区

工業用地～小牧IC周辺

所要時間
（分）

13
10

0

7

14

整備前(一宮IC) 整備後(スマートIC)

岩倉川井野寄地区

工業用地～一宮IC周辺

所要時間
（分）

産業系拡大検討ゾーン
出典：岩倉市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

三井不動産ロジスティクスパーク
名古屋岩倉(※工業用地内)

2024.05竣工

尾張一宮PA(下り)

尾張一宮ＰＡ
スマートIC(仮称)

まちづくり基本構想図（案）
産業拠点におけるまちづくりの基本方針や
土地利用の考え方を示したもの

2024[R6].03公表

：主な企業立地（※岩倉市・一宮市）

：SIC整備後
：SIC整備前
：主要渋滞箇所 出典）愛知県道路交通渋滞対策推進協議会

56,500

55,500

54,000

55,000

56,000

57,000

整備前 整備後

国道22号

日交通量（台/日）
②

20,500
20,000

19,500

20,000

20,500

21,000

整備前 整備後

(都)加茂伝法寺線

(県浅井清須線)

日交通量（台/日）

62,300
62,000

61,000

61,500

62,000

62,500

整備前 整備後

国道41号

日交通量（台/日）

11,900
11,800

11,700

11,800

11,900

12,000

整備前 整備後

(主)春日井一宮線

日交通量（台/日）

岩倉川井野寄地区工業用地

(主)春日井一宮線
11,900→11,800台/日

出典）愛知県道路交通渋滞対策推進協議会

一宮東出口

一宮東入口

尾張一宮PA(下り)

産業系拡大検討ゾーン
出典：岩倉市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ

尾張一宮PA(上り)

一宮中入口

伝法寺交差点
(東側流入部)

2023[R5].1.17(火)
8:22頃

①

岩倉川井野寄
地区工業用地

：高速道路への経路上の主な渋滞箇所

：SIC整備後

：SIC整備前

：主要渋滞箇所 出典）愛知県道路交通渋滞対策推進協議会

：産業拠点・産業系拡大ゾーン

：工業用地

：産業拠点・産業系拡大ゾーン
：工業用地

出典：国土地理院

（都）萩原多気線 岩倉市役所

小牧市役所

：主要渋滞箇所
：産業拠点・産業系拡大ゾーン
：工業用地
：市役所

にしのみや

別添③



■山陽自動車道 高陽スマートＩＣ（仮称）

スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果
整備効果 利便性向上・渋滞緩和・地域ｺﾐｭﾆﾃｨの活性化

整備効果 広域的な防災機能の向上

＜位 置 図＞

こ う よ う

＜概 要＞

・高陽地区の中心部から最寄りの高速道路のICまでのアクセス時間が約19分から約8
分に短縮され、地域住民の利便性が大きく向上する。

・主要な幹線道路である(主)広島三次線の市街地方面と行き来する交通がスマートIC
を経由した山陽自動車道に転換し、朝夕のラッシュ時等の渋滞緩和が期待される。

・高陽地区は、分譲開始から40年を経過した団地が多く、高齢化の進行等の地域課題
が顕在化している中、拠点性強化や定住促進、ひいては地域コミュニティの活性化
が期待される。

・災害時に広域救援活動を行うための宿営地となる広島県消防学校と山陽自動車道と
の連絡が強化され、広域的な防災機能の向上が期待される。

別添③

路 線 名 ： 山陽自動車道吹田山口線

（広島東IC～広島IC間）

設置場所 ： 広島県広島市

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

ひ ろ し ま ひ が し ひ ろ し ま

ひ ろ し ま

す い た や ま ぐ ち

広島IC
高陽ｽﾏｰﾄIC(仮称)

至 三次

広島東IC

広島ＪＣＴ

至 岡山

至 山口

出典：国土地理院HP

至 浜田

広島県

約６．４ｋｍ

約２．９ｋｍ約３．５ｋｍ

【凡例】
：商業施設
：防災拠点
：主要渋滞箇所
：区役所・出張所

安佐北区役所
高陽出張所

安佐南区役所
佐東出張所

安佐南区役所

安佐南区役所
祇園出張所

広島県消防学校



スマートインターチェンジ新規事業化箇所の整備効果

・国道3号沿線の「三代土地区画整理事業」の開発が進み、物流企業や食品工場等を誘致する。
・ しかし、三代土地区画整理事業区域と最寄りの古賀ＩＣまでの区間に主要渋滞箇所が３箇所あ
り、アクセス性の低下が課題である。

・新宮スマートＩＣ（仮称）の整備により渋滞箇所を回避した高速道路へのアクセスが可能となり、
企業誘致の強力な推進が図られる。

・新宮町は、西部・中部に人口が集中・増加する一方、東部では都市基盤整備の遅れから土
地利用が進まず人口が減少している。

・町東部地域の振興につながるまちづくり実現を目指し、立花口地区スマートインターチェン
ジ周辺開発事業が進行している。

・開発事業計画地周辺に新宮スマートＩＣ（仮称）を整備することで、本計画の事業ポテンシャ
ルを高め、新宮町東部地域の地域振興を後押しする。

凡例

主要渋滞箇所

古賀IC利用時

(仮)新宮SIC利用時

都市計画道路(事業中)
都市計画道路(計画)

■ 事業区域周辺

三代土地区画整理事業
(約35.2㏊)

【新宮町の重要な都市づくりの取組】
「新宮町都市計画マスタープラン」
＜立花口地区スマートＩＣ周辺開発事業＞

●民間開発による大型物流・工業団地整備計画
●用地買収着手済
●誘致企業の稼働（新宮スマートIC供用に合わせて稼働予定）

物流生産地区：
流通業務施設、
食品工場等の
立地誘導を図り、
雇用促進を支援。

【新宮町の重要な都市づくりの取組】
「新宮町都市計画マスタープラン」

<三代土地区画整理事業> ※R3年度全国道路・街路 交通情勢調査結果

混雑時旅行速度より算出

11.7

7.3

0

5

10

15

古賀IC利用時 新宮SIC(仮称)利用時

（分） 最寄りICまでの所要時間

4.4分短縮

至 北九州市

至 福岡IC

■ 計画予定区域周辺
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■九州自動車道 新宮スマートIC （仮称）

路 線 名 ： 九州縦貫自動車道鹿児島線

（古賀IC～福岡IC間）

設置場所 ： 福岡県糟屋郡新宮町

接続形式 ： 本線直結型

形 式 ： 全方向 （４/４）

運用形態 ： 全車種 ２４時間

＜概 要＞

＜位置図＞
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整備効果 東部地域の地域振興支援

整備効果 企業誘致の促進
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新宮スマートIC
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スマートインターチェンジ
※１
の新規準備段階調査着手箇所

スマートインターチェンジの名称（仮称）
※２ 検討位置

坂本
さかもと

ＰＡ 熊本県八代
やつしろ

市 九州縦貫自動車道鹿児島線（八代
やつしろ

IC～人吉
ひとよし

IC間）

路線名

別添④

※１ スマートインターチェンジとは、高速道路の本線やサービスエリア、パーキングエリアから乗り降りができるように設置されるインターチェンジであり、

専らＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的としたインターチェンジです。

※２ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、地元や利用者のご意見等も踏まえて決定されます。



坂本PA
さかもと

スマートインターチェンジの新規準備段階調査着手箇所図 別添④

スマートＩＣ新規準備段階調査着手 １箇所



スマートインターチェンジの整備

高速道路機構負担（国が1/2補助）

地方自治体負担

事業区分境

＜負担区分＞
高速道路本線

料金徴収施設

既
設
の
一
般
道
路

＜スマートインターチェンジ とは＞

開 通 163箇所
事業中 53箇所

準備段階調査 2箇所
（令和7年12月5日時点）

○スマートインターチェンジは、通行可能な車両をＥＴＣを
搭載した車両に限定しているインターチェンジ

［SA・PA接続型］
→サービスエリアまたはパーキングエリアに接続

［本線直結型］
→高速道路本線に接続

○ＥＴＣ専用のため、料金徴収施設を集約する必要がなく、
コンパクトな整備が可能

○料金徴収にかかる人件費も節約可能

平地部でIC間隔を欧米並みの
約5kmとなるよう整備を推進

我が国の高速道路のIC間隔は平均
約10kmで、欧米諸国の平地部における
無料の高速道路の2倍程度
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